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◎スマート農業への期待
　農業従事者の高齢化や担い手の減少に伴い、労働力不足が課題となっています。こうし
た中、作業の省力化が可能となる、先端技術を活用した「スマート農業」は、農業が抱え
る課題の解決策として期待されています。

◎管内の取組事例の紹介
　管内の土地利用型農業でも、スマート農業技術の導入が進んでいます。
　その中で代表的な技術である、

　の５つの技術について、取組事例を紹介します。

メ リ ッ ト（具体的にどのくらい作業が楽になったのか、どのように活用しているのか）、
デメリット（どれくらいの費用がかかるのか、導入してから分かる不具合）等を、実際に
導入した経営体にお話を伺いました。
　スマート農業についてこれまであまり馴染みのなかった方、自分の経営に合った技術を
探している方など、是非参考にしてください。

◎管内における導入状況（土地利用型）
（令和３年 11月栃木県那須農業振興事務所調べ）

・農業用ドローン	 	 ：30
・直進アシスト付き田植機：20
・ラジコンボート	 	 ：10
・GPSトラクタ	 	 ：4
・水管理システム	 	 ：3
・圃場管理システム	 ：2
・収量コンバイン	 	 ：1
・ラジコン草刈り機	 ：1

　①農業用ドローン
　②直進アシスト付き田植機
　③ラジコンボート
　④水管理システム
　⑤圃場管理システム　



①農業用ドローン

◎農家名
　那須塩原市下大貫
　アーデルファーム株式会社

◎経営概要
　・�水稲 46ha　ビール麦 4.2ha　
　　大豆  ７ha　そば 3.5ha
　・法人構成員４名、
　　臨時雇用１名

◎導入した機械について
　・機種：DJI MG-1　1台
　・機械の価格：260 万円　（内訳：本体 200 万円、
　　バッテリー 42万円／ 6個、充電器 18万円）
　・導入年：2019 年

　・�導入前は、動力噴霧器のホース引いて防　
除していた。導入後は、散布の準備や作業
時間が短縮し、労力が軽減された。

　・�飼料用米を作付し共同防除（無人ヘリ）と
のタイミングが合わない場合や、急に病害
虫が発生した場合でも適期防除が出来るよ
うになった。

　・�タンクには液剤が 10L 入り、10 分間で
1haの防除が可能である。

　・�1 回の充電で約 10 分しか飛行できないため、バッテリーの容量を考慮した作業面積と、
薬剤量の調整が必要である。

　・�連続した作業を実施するため、バッテリーを６個所有している（価格は１個あたり７万
円となる）。１個の充電に約１時間かかる。

　・防除中の風はドリフトの危険性があり、注意が必要である。
　・��操縦するにはオペレーターの資格が必要で、そのために費用 20万円程度の講習を受ける
必要がある。資格取得には５日間かかる。

　・年間、メンテナンスに 12万円、保険に 11万円かかり、合計 23万円の維持費になる。

  ・水田や畑作での利用を拡大していく。

◎注意点 ……………………………………………………………………………
　・�ドローンによる農薬等の空中散布を行う際には、許可・承認の申請が必要です。国土交通

省のホームページにアクセスし、事前にオンラインで申請してください。許可・承認の申
請は、代表者（代行者）でも可能で、ドローン販売店等でも受け付けている場合があります。

ドローンを活用した防除例

　農薬を始めとする資材を空中から散布することができ、省力化・軽労化が可能です。
雑草や病害虫防除、稲作の直播や追肥において活躍しています。

●メリット

●デメリット

●アーデルファーム㈱の今後の展開について



②直進アシスト付き田植機

◎農家名
　那須塩原市一区町
　内野　利雄氏

◎経営概要
　・水稲 23ha　
　　ビール麦 2.3ha
　・家族労働４人

◎導入した機械について
　・機種：クボタ　EP8D-GS 1 台（8条植え）
　・機械の価格：450 万円
　・導入年：2018 年

・�操作は簡単で、誰でもすぐに利用でき
るため、作業に慣れていない方でも、
熟練した農業者に近い田植え作業がで
きる。

・�水が多く入っている水田や、代かきが
うまくいかず田面がでこぼこした場
所、風が吹いている等の悪条件でも気
を遣わずに精密な作業をすることがで
きる。

・�圃場数が多く、面積の広い圃場を持
つ農業者ほど省力化が図れるため、
10ha以上の作付けをしている経営体
では、導入を検討する余地がある。

○主な操作方法について
　圃場に入った後、「始点登録」のボタンと「終
点登録」のボタンを押します。これにより自動
的に 2点を結ぶ基準線が登録されます。その後
は、「直進機能」のボタンを押すだけで、ハン
ドル操作なしで直進運転が可能になります。

　・直進機能が無い田植機と比べ、価格が 50万円程度高い。
　・�熟練した生産者は、直進機能がなくても同様の精度で作業が可能であるため、運転者が作業

に慣れていない場合は有効である。　

　・直進アシスト付き田植機を活用し、更に省力化し疲労軽減を図りたい。
　・現状の面積を維持しながら、収量・品質の向上に取り組む。

　ハンドル操作なしで直進運転が可能になるため、田植え作業における疲労が軽減できま
す。経験が少ない新規就農者でも、精度の高い作業が可能です。

●メリット

●デメリット

●内野氏の今後の展開について



③ラジコンボート

◎農家名
　大田原市北金丸
　横関　行夫氏

◎経営概要
　・水稲６ha
　・家族労働２名

◎導入した機械について
　・機種：（株）トミタモータース  FS001S-20  1 台
　・機械の価格：82万円
　　※オプションの粒剤散布装置（18万円程度）含む。
　・導入年：2018 年

　・�田植え 2週間後の頃、フロアブル剤（除草剤）を 500ml/10a 散布するのに活用している。
　・�フロアブル剤を散布する場合、手作業では 10a当たり 10分程度掛かるが、ラジコンボート

を使用した場合、3分くらいで作業が完了する。
　・液剤は 10L入れることができ、フロアブル剤なら 2haの作業が可能である。
　・ドローンと違い、講習や免許が不要。維持費や保険料も掛かっていない。
　・操作が簡単で練習しなくても使用できる。
　・�水田間の移動は人力であるが、本体重量は 15キロと軽量なので、一人でも畦畔を越すことが

可能である。
　・�ドローンと比較すると価格が安く、気軽に導入できるので、5ha程の作付けをしている経営

体でも、導入を検討する余地がある。

　・�田植え後１か月程度経つと、稲が大きく生育してしまい、水田を滑走することが出来なくなる。
　・ドローンと比較すると行える作業の種類が少ない。
　・�水深が５㎝無いと安定した作業ができないので、水深を保つために、畦塗りをしっかり行う

必要がある。

　・現状の面積を維持しながら、粒剤散布などを行い、より効果的な活用を考える。
　・今後、ラジコンボートを活用した薬剤散布の請負作業を行うかどうか検討する。

ラジコンボート本体

リモコン

粒剤散布装置

　ボートを水田に滑走させ、除草剤を田面に散布します。操縦に免許は不要であり、操作
も簡単です。

●メリット

●デメリット

●横関氏の今後の展開について



④水管理システム
　水管理システムは、水田に水位センサーや給水装置を設置し、スマートフ
ォン等で、水位の確認や水田内への給水を遠隔で行うことができます。
　導入すると、水管理にかかる時間を大きく削減できます。

◎農家名
　大田原市町島
　五月女　文哉氏

◎経営概要
　・水稲 30ha
　・家族労働３人

◎導入した機械について
　・機種：㈱ farmo　水位センサー 16台　給水装置 4台
　・機械の価格：水位センサー 2万円／ 1台　給水装置 4万円／１台
　・導入年：2017 年

　・�圃場が分散しており、全圃場（100 枚分）の水回りを朝と夕方行うと、導入前は、１日に５
時間かかっていた。導入後は、３時間になった（２時間の削減）。

　・スマートフォンでいつでも水田の水位を確認できる。
　・水位センサーは軽量で、水田に差し込むだけなので、簡単に設置できる。
　・水位センサーと給水装置は、太陽光発電で稼働しているので、電源や電池を用意する必要がない。
　・スマートフォンとの関連付けは簡単で、かつシンプルな画面設計なので操作しやすい。
　・設置場所、設置数をよく考えてから導入すると、効率よく水回りができる。
　・水田が遠方にある経営体では、導入を検討する余地がある。

　・水位センサーは、水稲の葉に誤って反応してしまう時がある。
　・�給水装置は、水口にホースを差し込んで設置する仕組みになっているため、バルブで給水し

ている圃場では使用できない（メーカーが現在開発中）。
　・�水管理システムを使用す

る際、通信機を稼働させ
る電源が必要になる（通
信機は無料で、１台で半
径３kmの範囲をカバー
できる）。

水位センサー 給水装置

　・�自宅からの距離があり、移動に時間が掛かる圃場に設置している。そのため、設置場所や設
置数に関しては十分満足しており、これ以上水位センサーの数を増やすことは考えていない。

●メリット

●デメリット

●五月女氏の今後の展開について

⭕⭕



⑤圃場管理システム
　圃場管理システムは、航空写真をもとに圃場マップを作成し、圃場ごとの
作業内容や作物の生育状況などを、記録・管理することができます。

◎農家名
　大田原市片府田
　株式会社アグリタカノ

◎経営概要
　・水稲 53ha　
　　ビール麦 23ha　
　　大豆 9ha　にんじん 3ha
　・従業員 6人

◎導入した機械について
　・機種：(株 ) ウォーターセル　アグリノート
　　　　　※インターネット経由で情報を記録する。　
　・機械の価格：ライセンス ID　6,600 円（１年更新）
　・導入年：2015 年

　・�約 420 筆の圃場を耕作しているが、今までの圃場管理は、白地図に直接色付けし、圃場の情
報を手書きで記入していた。システムを導入してから、パソコンでデータ管理ができるよう
になり、記録作業が楽になった。

　・�スマートフォンでも圃場マップをみることができるので、どこにいても圃場の情報を確認で
きる。

　・作業の進捗状況など、従業員と簡単に情報共有できるようになり、仕事の効率が上がった。
　・�データの蓄積もできるので、過去の作付けした作物や農薬・肥料の使用履歴等を簡単に確認

できる。
　・�耕作している筆数が多い経営体では、圃場管理作業に時間と手間がかかるので、15ha 以上の

作付けをしている経営体では、導入を検討する余地がある。

　・パソコン操作に慣れていない方は、データ入力等に少し時間がかかる。
　・パソコンとインターネットを接続する環境が必要になる。

　・圃場管理がとても容易になり、作業の効率化も図れるので、今後も継続して使用する予定である。

●メリット

●デメリット

●㈱アグリタカノの今後の展開について



スマート農業に関する支援事業の紹介

☆持続型スマート農業米産地展開支援事業（国庫）
１ 事業内容：�みどりの食料システム戦略の実現に向けて、実用化段階にあるスマート農業技術等を活用し、持続

性の高い生産基盤の構築を目指す産地の取組を支援する。
２ 事業主体：農業者・県（普及組織）・JA・実需者等で構成する協議会
３ 補助対象：�スマート農業技術等を活用して、化学肥料・農薬の低減や温室効果ガス削減などの環境負荷の低減

等に取り組む産地の取組
４ 支援内容および補助率
　(1) 産地展開推進事業（定額）　　：現地実証・効果分析の検討会、研修会の開催費用等
　(2) 産地条件整備事業（1/2 以内）：�環境負荷の低減など持続性の高い生産基盤の構築を目指すスマート農業機

械の導入等

☆水田麦・大豆産地生産性向上支援事業（国庫）
１ 事業内容：�麦・大豆の生産性向上のための団地化の推進、先進的な営農技術等の導入、機械・施設の導入等へ

の支援をする。
２ 対象ほ場：水田（水田活用の直接支払交付金の交付対象水田）
３ 事業主体：農業者の組織する団体 *、市町農業再生協議会等　
        　　　　*受益農業従事者（農業の常時従事者（原則年間 150 日以上）をいう）が５名以上
４ 要件等　：・�地域における麦・大豆の団地化や生産性向上（生産量、単収）に関する成果目標を定めた「事業

実施計画」を作成
　　　　　　  ・受益地の主食用米の作付面積が前年より減少していること
５ 支援内容および補助率：
　(1) �団地化の推進（ソフト、定額）：�試行的団地拡大に要する地代等（新規団地化に向けた地代）、団地化に必要

なほ場改修・点検の費用、団地化に向けた話し合い等の開催費用 等
　(2) 先進的な営農技術の導入（ソフト、定額）：新規導入する営農技術 限度額 15,000 円 /10a
　(3) �生産性向上に向けた機械・施設の導入等（ハード、1/2 以内）：�生産性の向上や効率化に必要な機械・施設

の導入、リース導入等

問い合わせ先：栃木県那須農業振興事務所経営普及部　〒 324-0041　大田原市本町 1-3-1
　　　　TEL：0287-22-2826　FAX：0287-23-7994
　　　　URL：http://www.pref.tochigi.lg.jp/g56 令和４年３月

☆農地利用効率化等支援交付金（国庫）
１ 事業内容：�人・農地プランに位置づけられた経営体等が、地域が目指すべき将来の集約化に重点を置いた農地

利用の姿の実現に向けて、生産の効率化に取り組む等の場合、必要な農業用機械・施設の導入を支
援する。

２ 補助対象：�認定農業者、認定就農者などの人・農地プランに位置づけられた者、地域における継続的な農地利用を図る
者として市町村が認める者　等

３ 支援内容：�地域が目指すべき将来の集約化に重点を置いた農地利用の姿の実現に向けて、生産の効率化に取り
組む等の場合に必要な農業用機械・施設（事業費 50万円以上）

４ 補助率　：融資残額のうち事業費の 3/10 以内　等
５ 補助上限額　：300 万円等（先進的農業経営確立支援タイプ：個人 1,000 万円、法人 1,500 万円等）
６ 優先枠の設定：・スマート農業優先枠（ロボット技術・ICT機械等の導入（農業支援サービス事業体の取組も対象））
　　　　　　　　   ・集約型農業経営優先枠（中山間地域等での集約型農業に必要な機械等の導入）
　　　　　　　　　・�グリーン化優先枠（「みどりの食料システム戦略」を踏まえた環境に配慮した営農に必要な機

械等の導入）


